
と
こ
ろ
で
平
成
に
な

っ
て
か
ら
、
岸
本
與
の

遺
族
か
ら
宮
田
村
に
寄

贈
さ
れ
た
幻
燈
機
と
種

板
が
あ
る
と
、
前
掲
書

に
あ
る
が
、
幻
燈
機
の

写
真
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
も
「
大
正
初
期
か
ら

昭
和
に
か
け
て
用
い
ら

れ
た
も
の
」
と
あ
る
と

お
り
、
岸
本
が
最
初
に

求
め
た
幻
燈
機
よ
り
後

代
の
も
の
の
よ
う
だ
。

最
初
の
幻
燈
機
は
光
源

が
石
油
ラ
ン
プ
で
、
顔

が
黒
く
な
っ
た
と
桐
山

氏
も
記
述
し
て
い
る
。

今
回
幻
燈
機
と
一
緒

に
出
て
き
た
ガ
ラ
ス
板

種
板
を
入
れ
た
桐
箱
に

は
「
衛
生
狂
画
」
や

「
當
世
善
悪
鏡
」「
家
庭

教
育
」
な
ど
の
タ
イ
ト

ル
が
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
１０
枚
前
後
の
タ
ネ
板

が
入
っ
て
お
り
、
蓋
裏

に
は
明
治
３４
年
な
ど

と
、
板
を
購
入
し
た
ら

し
き
年
の
年
号
が
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
映
写
機
と
思
わ
れ

る
本
体
に
は
「
東
京
浅

草
區
御
蔵
前

池
田
都

楽

片
町
幻
燈
製
造

舗
」
と
製
造
元
ら
し
き

銘
が
彫
り
込
ま
れ
た
金

属
板
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
。

ネ
ッ
ト
で
検
索
を
か

け
て
み
る
と
、「
池
田
都

楽

い
け
だ
と
ら
く
」

（
本
名
も
姓
が
池
田
も

し
く
は
高
松
、
名
前
が

熊
吉
も
し
く
は
友
吉
と

あ
り
、
特
定
し
難
い
）

は
江
戸
時
代
後
期
（
安

永
９
年
―
嘉
永
５

１

７
８
０
―
１
８
５
３
）

の
写
絵
（
う
つ
し
え
）

師
ら
し
く
、
オ
ラ
ン
ダ

人
が
も
た
ら
し
た
幻
燈

機
（
お
ら
ん
だ
エ
キ
マ

ン
鏡
）
に
触
発
さ
れ
、

友
人
の
医
師
�
橋
玄
洋

の
協
力
を
得
て
ガ
ラ
ス

種
板
式
幻
燈
機
を
完
成

さ
せ
た
写
絵
を
考
案

し
、
芸
名
を
三
笑
亭
都

楽
を
名
乗
り
、
神
楽
坂

の
寄
席
で
興
行
し
た
人

物
ら
し
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
の
草
原
真
知
子

氏
（
メ
デ
ッ
ア
ア
ー
ト

・
映
像
文
化
史
研
究
）

の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、

池
田
都
楽
は
五
代
ま
で

続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
草
原
氏
か
ら
は
当

時
の
幻
燈
機
の
カ
タ
ロ

グ
（
カ
タ
ロ
グ
に
明
治

４０
年
改
正
の
郵
便
料
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
）
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
こ
こ
で
の
幻
燈
機

本
体
の
価
格
は
２０
圓
前

後
で
あ
る
の
で
、
岸
本

が
購
入
し
た
と
い
う
２

０
０
円
と
い
う
金
額

（
桐
山
氏
著
書
）
に
も

疑
義
が
残
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
に
寄
贈
さ
れ

た
１
台
の
幻
燈
機
と
ガ

ラ
ス
板
の
種
板
を
め
ぐ

っ
て
調
査
を
進
め
て
ゆ

く
と
、
明
治
末
期
か
ら

戦
前
の
幻
灯
機
の
用
途

に
、
文
化
史
と
と
も
に

政
治
状
況
や
国
策
も
絡

ん
で
、
甚
だ
複
雑
な
背

景
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
特
に
無
声

映
画
か
ら
ト
ー
キ
ー
が

地
方
都
市
に
も
波
及
し

て
い
く
時
期
に
、
そ
れ

ら
が
及
び
難
い
村
部
の

集
落
の
、
青
年
団
活
動

や
学
校
・
集
落
・
銃
後

の
家
族
な
ど
の
学
校
教

育
・
社
会
教
育
活
動
と

し
て
村
の
隅
々
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
よ

う
だ
。

岸
本
與
が
社
会
教
化

・
衛
生
思
想
の
普
及
の

事
業
「
漫
遊
教
育
幻
燈

会
」
と
し
て
取
り
組
み

始
め
た
明
治
３２
年
１０
月

以
降
の
「
幻
燈
会
開
催

芳
名
録
」
が
全
て
で
は

な
い
が
合
本
も
含
む
２０

冊
が
、
後
年
購
入
し
て

最
後
ま
で
使
っ
て
い
た

幻
燈
機
・
ガ
ラ
ス
種
板

と
と
も
に
、
宮
田
村
公

民
館
に
残
さ
れ
て
い

た
。「
芳
名
録
」
に
は
岸

本
が
幻
燈
会
を
行
っ
た

集
落
や
学
校
・
個
人
宅

の
名
称
と
と
も
に
、
窓

口
や
責
任
者
の
名
前

と
、
幻
燈
会
開
催
に
対

す
る
謝
辞
、
岸
本
に
対

す
る
謝
辞
が
綴
ら
れ
て

い
る
。
綴
り
の
冒
頭
は

明
治
３２
年
１０
月
５
日
の

岸
本
の
「
漫
遊
教
育
幻

燈
会
趣
旨
」、次
が
同
年

１２
月
の
宮
田
村
青
年
団

会
を
筆
頭
に
名
士
の
岸

本
の
企
て
（
事
業
）
に

対
す
る
賞
賛
・
激
励
が

続
く
。
そ
の
後
に
幻
燈

機
を
入
手
し
た
の
だ
ろ

う
か
、
実
際
の
幻
燈
会

に
対
す
る
謝
辞
は
翌
明

治
３３
年
１
月
６
日
の
甲

斐
国
都
留
郡
大
目
村
の

浅
川
時
次
朗
に
よ
る
も

の
。
そ
れ
以
前
１
月
１

日
か
ら
５
日
の
上
映
記

録
も
綴
ら
れ
て
い
る

が
、
合
冊
の
せ
い
か
順

番
が
逆
さ
に
な
っ
て
い

た
り
、
文
字
が
署
名
者

の
自
筆
と
思
え
な
い
記

録
も
あ
り
、
幻
灯
機
入

手
の
正
確
な
日
時
は
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、

明
治
３３
年
１
月
５
日
ま

で
に
は
入
手
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

１
日
２
日
の
空
白
も
あ

る
が
移
動
の
日
時
も
考

慮
す
れ
ば
２
月
２１
日
ま

で
ほ
ぼ
連
日
南
山
梨
の

村
村
で
幻
燈
会
を
開
い

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
の
１
年
間
宮

田
村
近
隣
を
中
心
に
幻

燈
会
を
続
け
、
宮
田
村

に
立
ち
寄
っ
た
後
、
明

治
３４
年
１
月
に
は
長
野

県
下
伊
那
郡
に
足
を
踏

み
入
れ
て
い
る
。「
芳
名

録
」
の
記
録
に
は
３１
日

の
下
伊
那
郡
大
島
村
名

子
（
現
松
川
町
）
の
青

年
会
の
署
名
に
続
き
、

２
月
２
日
名
子
南
方
の

倉
田
正
、
３
日
上
新

井
、
４
日
山
吹
村
上
平

龍
口
（
現
高
森
町
）、７

日
８
日
山
吹
尋
常
高
等

小
学
校
、
同
窓
会
、
１２

日
市
田
村
吉
田
交
詢
社

宮
嶋
豊
治
、
１３
日
吉
田

洗
心
会
、
２４
日
２５
日
出

原
青
年
有
志
、
２８
日
牛

牧
村
、
３
月
１
日
下
市

田
校
…
と
続
き
、
４
月

に
な
る
と
神
稲
村
（
現

豊
丘
村
）、福
与
・
生
田

・
部
奈
・
中
山
長
嶺
・

峠
（
現
松
川
町
）、河
野

・
堀
越
の
青
年
会
や
夜

学
会
、
喬
木
村
に
入
っ

て
富
田
、
大
和
地
や
氏

乗
、
座
光
寺
村
、
上
久

堅
村
越
久
保
、
５
月
に

な
る
と
稲
井
小
学
校
、

松
尾
村
毛
賀
、
鼎
近
辺

を
回
っ
て
い
る
。
ま
た

９
月
に
入
る
と
大
鹿
村

鹿
塩
、
大
河
原
、
青
木

の
小
学
校
や
青
年
会
な

ど
１０
月
か
ら
暮
れ
に
か

け
て
、
上
伊
那
南
方
か

ら
さ
ら
に
下
伊
那
郡
桐

林
・
駄
科
・
川
路
、
立

石
、
三
穂
か
ら
下
條
村

と
回
っ
て
い
る
。

翌
３５
年
に
な
っ
て
も

南
信
州
に
留
ま
り
、
１

月
は
富
草
村
・
旦
開
村

（
現
阿
南
町
）
・
神
原

坂
部
・
向
方
・
福
島
・

鶯
巣
・
松
島
・
満
島

（
現
天
龍
村
）
の
村

村
、
５
月
中
旬
ま
で
に

南
和
田
大
町
・
上
村
上

町
（
現
飯
田
市
南
信

濃
）
と
漫
遊
し
て
い

る
。
さ
ら
に
翌
３５
年
１１

月
に
な
る
と
、
泰
阜

村
、
千
代
村
、
龍
江

村
、
上
久
堅
村
、
下
久

堅
村
を
歴
訪
。
３６
年
正

月
に
な
っ
て
も
箱
川
村

（
現
飯
田
市
山
本
）
・

久
米
村
、
伍
和
村
・
親

田
村
・
千
智
村
小
野
川

・
（
現
阿
智
村
）、山
田

河
内
・
新
井
（
現
下
條

村
）
を
経
て
、
再
び
鼎

村
（
現
飯
田
市
鼎
）、牛

牧
、
吉
田
村
山
吹
、
市

田
村
安
養
寺
、
神
稲
、

河
野
、
生
田
村
中
山
、

大
島
村
上
新
井
、
上
片

桐
、
大
島
村
名
子
・
七

久
保
（
現
松
川
町
）
を

４
月
に
か
け
て
歩
い
て

い
る
。『
明
治
参
拾
七
八

年

下
伊
那
郡
時
局

誌
』（
明
治
４
２
年
）
１

８
０
頁
〜
２
０
２
頁
の

記
述
は
ほ
ん
の
一
部
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

れ
ら
の
村
々
に
鉄

道
網
が
整
備
さ
れ
る
の

は
ま
だ
数
年
は
か
か

る
。
集
落
か
ら
集
落

へ
、
少
な
く
と
も
２０
�

程
度
は
あ
っ
た
ろ
う
幻

燈
機
と
ガ
ラ
ス
種
板
を

自
転
車
か
リ
ヤ
カ
ー
の

よ
う
な
も
の
で
人
力
で

運
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
前
述
し
た
の

は
、
ほ
ぼ
下
伊
那
郡
内

だ
け
の
「
幻
燈
会
」
で

あ
る
が
、
岸
本
の
「
芳

名
録
」
に
は
上
下
伊
那

ば
か
り
か
長
野
県
全

域
、
近
県
も
含
ん
で
お

り
、
晩
年
は
日
本
国

中
、
遠
く
は
日
本
領
で

あ
っ
た
満
州
や
台
湾
ま

で
足
跡
を
残
し
て
い
る

が
、
昭
和
１６
年
頃
に
４３

年
間
の
巡
講
を
辞
め
る

ま
で
ほ
ぼ
１
年
中
毎
日

が
旅
暮
ら
し
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
あ
の
小

さ
い
身
体
の
ど
こ
に
そ

ん
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な

い
。さ

て
Ｍ
Ｓ
Ｃ
に
寄
贈

さ
れ
た
幻
燈
機
と
、
宮

田
村
教
育
委
員
会
に
平

成
２
年
に
遺
族
か
ら
寄

贈
さ
れ
て
い
た
幻
灯
機

の
関
係
で
あ
る
が
、
Ｍ

Ｓ
Ｃ
の
も
の
は
前
回
書

い
た
通
り
「
東
京
浅
草

區
御
蔵
前

池
田
都
楽

片
町
幻
燈
製
造
舗
」

の
銘
が
刻
ま
れ
、
明
治

３０
年
代
後
半
の
製
造
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
宮
田
村
教
育
委
員
会

の
も
の
は
「
幻
燈
機
東

京
浅
草
並
木
町

鶴
渕

製
」
と
銘
が
あ
り
、
Ｍ

Ｓ
Ｃ
の
も
の
に
は
な

い
、
電
気
コ
ー
ド
と
電

球
が
あ
り
、
光
源
が
電

気
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
大
正
期
以
降
の
製

造
物
と
思
わ
れ
た
。
つ

ま
り
宮
田
村
教
育
委
員

会
に
寄
贈
さ
れ
た
幻
燈

機
は
岸
本
が
最
初
に
買

い
求
め
た
も
の
で
は
な

く
、
大
正
３
年
に
長
野

県
知
事
か
ら
岸
本
の
活

動
に
対
し
て
付
与
さ
れ

た
３０
円
を
元
手
に
購
入

し
た
２
号
機
以
降
の
も

の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
た
。
が
、
し
か
し
、

Ｍ
Ｓ
Ｃ
蔵
の
幻
燈
機
が

岸
本
が
使
用
し
て
い
た

も
の
に
近
い
初
期
の
も

の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た

「
芳
名
録
」
の
足
取
り

か
ら
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
蔵
の
幻

燈
機
が
発
見
さ
れ
た
喬

木
村
氏
乗
に
も
岸
本
與

の
足
跡
が
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
岸
本

の
「
幻
燈
会
」
と
氏
乗

の
幻
燈
機
が
無
縁
で
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

が
推
測
で
き
る
の
で
あ

る
。
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